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日本の文学作品に込められた作者の姿勢や登場人物の生き方を読み
解くことで、人間の心の理解につなげ、自分を知ることで人生をより
よく生きるヒントを見つけることを目指します。加えて、文学作品に
触れることで語彙を増やし、日本語の表現能力を培います。社会生活
のなかで他者とよりよい関係を構くためは、相手の立場や気持ちを汲
み取りつつ、自分の考えを適切に発信し、すり合わせる能力が求めら
れます。日本文学作品の登場人物の心の動きや作者の表現意図を推察
し、さまざまな日本語表現に触れることで、日常をよりよく生きるた
めの思考力、他者への共感力、コミュニケーションのための日本語の
表現力を磨きましょう。

研究対象は藤原定家の和歌表現です。定家が和歌を作る際に
『古今集』や『源氏物語』、『白氏文集』をはじめとする古歌や
物語、漢詩文をどのように取り入れ、新しい表現を作り出そうと
したかを探究します。これは、貴族文化の象徴である和歌を後世
に遺そうとした、定家の和歌表現追究の道すじをたどる作業です。
地域貢献活動では、岐阜市立女子短期大学公開講座で古典文学
の講座を担当しました。日本文学作品の世界を味わう作業を通し、
日々をよりよく生きるヒントを見つけることで、受講者の皆さん
の日々の活力につなげることができたらと考えています。
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古典文学作品を通して「生きること」を考える

村中菜摘先生は、日本文学を専門に教えていらっしゃる先生
です。授業では古典から近代までの幅広い作品を通して、登場
人物の心の動きや作品に込められた思いを、丁寧にわかりやす
く教えてくださいます。作品の世界を一緒に味わっているよう
な温かい雰囲気で、学生一人ひとりの感じたことを大切にして
くれます。村中先生のゼミでは、和やかな雰囲気の中で購読を
楽しみながら、自由に意見を交わすことができます。さらに、
卒論作成に向けては、一人ひとりに寄り添った丁寧なアドバイ
スをいただけるため、学びの幅を広げながら安心して考察を深
めることができます。
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